
ビジネス・インカレは、1998年から経営大学院

と連動したインターネット上での社会人向け遠
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隔教育を推進してきた弊社株式会社テレコン

サービスが、新卒大学生・大学院生向けに「実

践力の教育」と「キャリアパス」を同時に提供す

ることを目的とした全く新しいコンセプトによるプ

ログラムです。

＜大学に居ながら学べる・競い合う＞

ビジネス・インカレは、体育会における“インカ

“ビジネスインターカレッジ”の受講 受講後

①collaboyou：論理的なコミュニケーション力

＜測定する能力＞日本全国の大学に散在する

受講前

レ”のビジネス版です。参加者は、全国の大学

生。また、インターネット上で開講することで大

学の授業を欠席することなく大学の教室や自宅

から参画することが可能です

＜学生が無料で学べる＞

ビジネス・インカレは、実践力を試す「試合」です

ので、費用は試合を観戦するお客さまから頂き

正解を見つけ
るのが困難な
課題に対して、
継続的に解決
策を見つけ出
すことを続けて
いける人材

②ケースメソッド授業：社会人基礎力など実践力

・コミュニケーション力
5年連続「新卒採用で最も重視する力」(経団連調べ)
・論理力
＜特色＞
高い受験満足度／面接結果と比較した検証実施済

＜測定可能な能力＞
・問題発見力
・問題解決力
＜特色＞
ケースメソッド授業は、国内外のビジネススクール
で経営戦略や販売手法など議論によりビジネスでの意
思決定を学ぶ議論型授業

“大学で頑張っている”
大学生

ます。選手である学生の皆様には「観る価値の

ある試合」をお願いするだけで、参加費などをビ

ジネス・インカレに参加する学生から頂くことは

ありません

＜問題発見力や課題解決力を学ぶ＞

ビジネス・インカレは、約7回の授業(2ヶ月間)の

形式で行われます。授業は講義形式ではなく、

「 教材 う 実 状 が書かれた

インターネット上での開講により
全国の大学の学生が参加可能

「ケース教材」という現実の状況が書かれた冊

子をもとに議論しながら、実際の現場における

問題を発見、その課題解決方法を考える「ケー

スメソッド」と呼ばれる教育手法です。この方式

は、1930年代に米国ハーバード大学で発展、

現在は国内外の数多くの経営大学院(ビジネス

スクール)で行われている教育手法です

＜自分が持つ実践力が分かる＞

1998年～ 2004年～ 2005年～ 2006年～

定義

評価

育成

約50社によるアンケートと、10数社で結成した研
究会により、社会人に必要な能力を定義

定義化した能力をもとに、アセスメント「collaboyou」を開
発。これまでに3バージョン開発

経済産業省主催の「社会人基礎力」を特定す
る会議に参加

「collaboyou」のWEB化に着手

授業の遠隔化に着手

2007年～

「collaboyou」の生産体制を強化

新規事業と既存事業と言う

教育工学会にて発表

collaboyouプロジェクト、テレコンサービス沿革

2003年～2000年～

2003年より
collaboyouプロジェクト
開始

collabo
you

インターネット上での開講風景
コミュニケーション測定ツール

collaboyou

＜自分が持つ実践力が分かる＞

ビジネス・インカレ終了後には、ビジネスの現場

での実践力がわかります。社会で最も必須とさ

れているコミュニケーション力は、慶應義塾大学

SFC研究所プラットフォームデザインラボの研究

者により開発されたコミュニケーション力測定

ツールであるcollaboyouにより測定されます。

社会人基礎力とされる実践力は テレコンサー

育成 「collaboyou」で測定している能力の育成ツールとして、某大学
で論理コミュニケーションを向上させる授業を実施

授業の遠隔化 着手
※経済産業省から支援 ２種類の「collaboyou」のバージョンを開発

テレコンサ
ービス

●慶應義塾大学経営管理研究科（ビジネススクール、KBS）でテレビ会議を使った双方向型遠隔授業実験を開始（ ISDN回線）

●ビジネススクール発の遠隔教育企画運営を行う会社としてテレコンサービスを設立

●30地点をテレビ会議で結び、KBSのコンテンツを配信

●KBSのケースメソッド授業を遠隔システムで運営（ ISDN）

●KBS社会人向け遠隔双方向講座の運営を開始

●同講座をWEB＋インターネットでの運営を開始

●遠隔授業企画運営者向けに「遠隔リアルタイムコラボレーショ ン」講座開催 (慶應義塾大学丸の内シティキャンパス

●KBSと共同で、遠隔システムによるケースメソッド教員育成講座を開発（経済産業省MOTプロジェクト）

●経済産業省よりの受託業務「課題解決型授業における社会人基礎
力の育成・評価に関する調査」を遠隔システムで実施

●KBSと共同で、遠隔システムによる地域起

業家育成講座を開発（文部科学省学び直しプ
ロジェクト）
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◆ビジネス・インカレ導入(2007年)のメリット

2007年の先行導入では、ビジネス・インカレに参画、“試合をして”頂いた学生の皆様とビジネス・
インカレの模様を“観戦して”頂いた企業の皆様双方から高い評価を頂きました

社会人基礎力とされる実践力は、テレコンサ

ビスがこれまでのケースメソッド教育の経験か

ら「チームワーク」や「企画立案力」など測定能

力別にケース教材を選択、その組み合わせとコ

ンピテンシー評価により測定されます

【学生の皆様の評価】
•新しい経験で新鮮で、部屋にいながら複数の人
と会話できる不思議な感覚を受けました
•見ず知らずの他人とのグループディスカッショ
ンは、自分では考え付かないような意見が聞け
て勉強になった
•私のような地方に住む大学生にとっては、今回
のように機会はたいへん貴重です。
•暖かい雰囲気がとてもやりやすかったです。

【企業の皆様の評価】
•定量的に採用予定者の実践能力が見えるのは
非常に人事担当者にとっては助かる。こちらの事
業内容など更に採用者に対して情報発信できる
機会を増やしたい



第1回「学ぶ日」：12月４日(火)18：00～

◆ビジネス・インカレ2007 “試合”内容
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担当・松澤、高橋

第1回「学ぶ日」：12月４日(火)18：00～
ケース（１） 「宇宙脱出」/チーム協働力発揮の演習
ビジネスの最前線で数多く言われる極限という言葉。これを地球滅亡直前という極限状況において誰を助けるかということをグループで議論を行
い結論を導きます。意思決定の難しさを体感できます。
ビジネス最前線からのメッセージ（１） ブランドはどのように創られるのか？
プライベードブランド開発責任者 H 本部長

第2回「学ぶ日」：12月7日(金)18：00～
ケース（2） 「白内障の犬」/解のない課題に対して自らの主張を的確に伝える
ビジネスの最前線では、善意から出た行動が相手の利益をそこなってしまうケースが数多いです。当事者はどのように自分の考えを的確に伝える
かを実践します。
ビジネス最前線の紹介（２） 新規事業はどう立ち上がる？ビジネス最前線の紹介（２） 新規事業はどう立ち上がる？
スイーツ商品開発部 Y 部長

第3回「学ぶ日」：12月11日(火)18：00～
ケース（３）「健康エコナってホントに健康？」/情報の評価と判断/倫理観の醸成
体に脂肪がつきにくい油で人気の「健康エコナ」。しかし、国は食品健康影響安全性の調査を命令しました。新しい情報を得たときにヒトの評価や
判断、行動がどう変化するのか－。消費者、メーカーなど様々な立場から意思決定とは何かを考えます。
ビジネス最前線の紹介（３） 企業に求められる社会貢献の最前線とは？
環境・社会貢献部 T 部長

第4回「実践の日」：都合の良い時に受講
collaboyou
社会で必須とされる論理的なコミュニケーション力に関して貴方の現在の能力を測れます。WEB上で都合の良い時間に受けてください。所要時間
は６０分。ロールプレイングゲーム方式でビジネス現場を体験しながら問題を解いていく形式の試験です。

第5回「学ぶ日」：12月14日(金)18：00～
ケース（４）「森田支配人の決断」①/分析力・論理力訓練/企業経営の基礎を知る
ホテルの再建を考えます。これまで全く別の仕事をしていた森田氏は、ホテルの支配人に就任せざる得ない状況に追い込まれています。ホテル
再建策の議論を通じて企業の実態に接近するとともに、少ない資源をどのように活用して最大の効果を上げるかという経営の難しさを体感します。
ビジネス最前線の紹介（４） モノを運ぶことの最前線とは？
SCM開発部 G 部長

第6回「学ぶ日」：12月18日(火)18：00～
ケース（５） 「森田支配人の決断」②/説得力訓練/社会人のキャリアを考える
第５回と同じくホテルの再建を今後は森田支配人のキャリアとして考えます。ずばり、転職すべきか、残留すべきかです。個人のキャリア形成が注
目されている今日、個人は会社とどのような関係を持ち、更には自分の人生設計をどのように立てるのか、主人公の立場になり考えます。
ビジネス最前線の紹介（５） 当社が求める人材とは？
人事本部採用グループ H マネージャー

第7回「実践の日」：12月25日(火)18：00～
地域共生型SC立ち上げ時に起こる問題の解決策を検討する
大型ショッピングモール立ち上げ時に起こりうる問題についての解決策を参加者で議論形式で検討します。

総合評価

コミュニ
ケーション

聴く力
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性

状況
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規律
性

1 Ａさん Ｉ大学 経営情報学専攻 3年 CLEAR GREAT GREAT GREAT Yes Yes Yes Yes

3 Ｃさん Ｉ大学 経営情報学専攻 3年 CLEAR GREAT GREAT GREAT Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

氏名
番
号

学部学校名

社会人基礎力/コンピテンシー評価による測定

論理的なコミュニケーション力/collaboyouによる測定

学年
詳細評価 議論型授業を通して測定されるコンピテンシー評価

前に
踏み出す力

考え抜く力 チームで働く力

◆ビジネス・インカレ2007 参加者“試合”結果

4 Ｄさん Ｉ大学 経営情報学専攻 3年 GREAT GREAT GOOD Yes Yes Yes

5 Ｅさん A大学 社会学専攻 4年 GREAT GREAT GOOD Yes Yes

6 Ｆさん A大学 地球科学専攻 3年 CLEAR GREAT GREAT GREAT Yes Yes Yes Yes

7 Ｇさん A大学 図書館学専攻 4年 GREAT GREAT GOOD Yes Yes Yes Yes

10 Ｊさん B大学 総合政策学専攻 2年 CLEAR GREAT GREAT GREAT Yes Yes Yes Yes Yes

16 Ｐさん D大学 経営情報学専攻 3年 GOOD GOOD GREAT Yes Yes Yes Yes Yes Yes

17 Ｑさん G大学 教育学部専攻 3年 GOOD GREAT GREAT Yes Yes Yes Yes

collab
oyou
評価
「構築
する
力」参
照

collab
oyou
評価
「伝え
る力」
参照

collab
oyou
評価
「聴く
力」参
照


